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募

金

活

動

は

十

組留置置歯菌幽

日
カ、

勺

総
い
削
例
制
械
で
殺
し
ま
れ
て
い
る
災
関

募
金
N
H

、
十
月
一
一
討
か
ら
、
会
開
闘
い
っ

せ
い
に
、
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
お
ん
取
引
は

務
た
き
り
単
品
人
や
心
身
隊
盟
問
者
、
生
活

Eお

て
い
る
人
な
ど
の
夜
浴
同
慌
時
期

子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
に
、
効
問
木
品
開

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
q

み
な
さ
ん
の
よ
中
い
き
な
終
慾
が
、
ぷ
燃

な
守
合
っ
て
、
ふ
ん
き
な
カ
と
な
り
、
出
明

る
い
技
会
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

成
田
戒
を
あ
げ
て
い
ま
十
ひ

我
百
叩
ヴ
ナ
で
も
、
共
同
募
金
の
主
凶
凶
に

ぞ
っ
て
、
多
く
の
岡
崎
か
い
や
が
さ
し
の

べ
ら
れ
て
き
ま
し
た

今
年
も
、
我
係
子
閥
抗
中
前
や
、
会
所
で

校
帯

A
淑
を
呼
び
か
け
ま
す
。

み
合
さ
ん
の
常
兵
心
で
、
我
孫
子
を
災

緩
め
あ
ふ
れ
る
釘
に
し
ま
し
ょ
う
9

ご
油
揚
カ
わ
抑
制
棚
い
し
ま
、
ず
。(開

関
連
記
事
一
一
衡
に

fi'言畏期設コーナ-.1
のご現用を/

年長言、社会保険、労話連続差益に

ついて制裁をお受けします。

ご事!jJ'詞下さい。

命誌待毎月絡し第 3求養護Eヨ

10待-15雲寺

官織所 持王役所市民ホール
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J
亦
い
別
制
緩
い
怖
、
み
な
き
ん

に
酬
明
し
ま
れ
て
い
る
尖
脳
間
募
金

遂
動
は
、
こ
と
し
も
十
潟
…
日

か
ら
姶
ま
号
、
十
二
月
の
議
米

輸
捌
け
合
い
逐
織
と
合
せ
て
、
十

二
月
の
ぷ
十
一
お
ま
で
絞
け
ら

れ
ま
す
a

こ
の
漆
動
は
、
開
明
る
い
住
み

よ
い
防
づ
く
号
と
、
叩
小
ゆ
帯
な
人

た
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
社
会
全
体
が

共
闘
閉
し
て
役
う
募
金
滋
品
開
で
す
e

今
年
の
震
点
計
一
践
は
、
①
ね

た
き
り
殺
人
的
援
鎌
③
殺
府
知

心
身
時
障
害
児
の
た
め
に
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

十
月
一
目
的
初
E
に
は
、
午

約
七
時
か
ら
十
時
吋
ま
で
、
謝
料
判
知

子
駅
前
・
天
平
中
台
駅
前
ヤ
滋
北

駅
前
・
お
後
駅
前
に
惑
の
輸
相
奥

4

一i
一
一
一
名
〈
抽
出
に
協
力
者
が
お

守
ま
す
)
が
‘
ご
協
力
を
呼
び

か
け
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
呑
ん
的
懇
意
に
よ
っ
て

大
き
な
成
問
捕
が
欄
押
ら
れ
る
よ
う

ど
協
力
を
お
験
い
し
ま
す
。

募
金
の
労
務
は
す
べ
て
務
滋

府
熱
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
寄
金

の
続
分
は
寄
付
を
し
た
人
が
住

む
抽
地
域
を
は
と
持
、
金
剛
閣
に
為

る
民
間
間
瀦
制
協
や
蹴
民
間
的
社
会
制
措

役
務
惜
滑
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

こ
的
対
蹄
酬
と
実
行
の
た
め
に

千
葉
県
共
闘
間
募
金
が
あ
り
‘
そ

の
下
部
組
織
と
し
て
総
孫
子
中
市

が
協
力
し
て
、
み
な
事
ん
と
結

び
つ
き
を
深
め
て
い
ま
す
。

饗
売
躍
参
加
募
集

コ
我
孫
子
陥
崎
町
協
的
資
系
総
会
で
毎
月
一
一
端
〈
第
一
一
一
金
制
輔
自
ザ

一
叫
は
次
の
と
お
り
俊
樹
鶴
自
由
を
決
め
〈
各
庭
教
出
制
に
よ
る
一
一

i
三

一
日
市
民
的
み
な
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
級
品
制
定
)

…
日
す
る
こ
と
に
な

q
ま
L
た
。
甲
掛
骨
組
制
療
機
仏
繍
開
mw
期
間
H

一
付
組
合
に
承
知
加
入
め
お
患
で
協
十
月
十
日
ま
晴
、

ー
j
ご

カ

し

て

F
き
る
方
を
寡
緩
い
た
亨
間
合
せ
先

。

ん

一

刊

し

ま

す

偽

我

孫

子

縄

問

岡

市

組

合

幾

尚

宏

(

一

…

芸

雪

き

さ

i
o辺
二
一
〉

一
r亀+・9a'+も
毛

4
4
e
9も
争
各

6
6
4
e今
争

a，‘4
6
4
4
4
-
s

‘

安
売
日
は
毎
月
第
3
金
鶴
自

みなさんの暖かい善意を

骨
骨
品
聴
会
に
お
き
め
ら
れ
、
同
会

か
ら
改
め
て
布
市
内
の
民
間
総
裁

側
関
徐
へ
田
閥
抗
官
事
れ
ま
す
。

制
蜘
分
先
誌
、
問
地
獄
悩
加
殺
事
薬

品引悼
m
m滞
緩
事
業
・
練
移
閣
時
弱
者

施
設
・
総
人
制
悌
噛
問
権
設
・
身
体

機
答
者
奴
骨
廿
綬
緩
施
設
・
突
然

係
税
務
業
・
軍
部
療
機
織
築
業
・

指
導
巡
給
関
体
・
そ
の
他
と
な

っ
て
お

9
ま
す
a

市
民
的
み
な
さ
ん
の
ご
綴
力

に
よ
っ
て
、
一
闘
関
十
六
万
二
千

九
務
一
一
十
限
問
的
融
需
品
瀧
が
あ
早

田
同
様
絞
め
一

O
六
%
と
い
う
好

成
績
を
お
寺
め
ま
し
た
a

十
二
月
中
い
い
料
"
を
わ
れ
ま
し

た
幾
米
銭
け
合
い
世
帯
金
は
、
二

百
五
万
九
千
間
間
帯
同
五
十
万
闘
で

し
た
。

た
た
か
い
ご
掛
間
カ
を
お
緩
い
し

ま
す
。

ι
Z

内
向
募
念
へ
の
禽
付
金
u
u

税
金
が
減
免
き
れ
ま
す
.

利
用
さ
れ
て
い
る

ah司時特
9
後
わ
る
我
孫
子
織

の
ゆ
で
、
市
終
的
み
な
き
ん
の

離
宮
柑
識
や
糊
酬
い
を
帝
政
に
問
決
戦
し
、

す
み
ず
み
ま
で
、
ゆ
き
と
ど
い

た
市
殺
を
と
の
考
え
か
ら
始
め

ら
れ
た
「
市
愛
へ
の
や
紙
い
も

一
ニ
年
同
時
に
入
い
号
ま
し
た
ー

中
市
民
の
み
な
巷
ん
の
mw
爽
な

酬
明
い
と
婆
望
は
、
情
聴
ぬ
サ
ー
ビ

ス
朝
時
金
満
期
し
て
、
各
制
孤
山
淵
姻
織
か

ら
市
長
へ
と
神
明
9
ま
す
。

す
ぐ
で
き
る
も
の
は
、
市
災 ぷ

剖
長
へ
の
事
紙
ゐ

サ
J
V
w
ス
線
が
、
務
機
H
h

議
行

し
て
、
肌
叫
淵
唱
し
ま
す
e

ほ
か
は
、

す
べ
て
、
宮
市
授
が
筒
を
還
し
て

問
答
し
て
お

9
ま
す
。

昭
和
滋
十
八
年
度
的
手
紙
同
陣
、

一
一
世
軒
五
十
八
品
付
帯
、
、
そ
の
内
務

診
、
畿
に
一
軍
す
と
お
り
で
す
e

地
滅
的
に
は
、
我
孫
子
総
貯
悼
の

袈
望
が
ふ
入
学
守
、
年
令
前
向
に
糊
知

る
と
、
コ
一
十
代
的
支
織
が
多
〈

小
-
ゆ
・
学
生
め
は
在
ん
ど
は
、

図
番
帥
閥
、
宮
市
災
会
館
再
総
数
者

緩
ん
で
い
ま
す
。

字
紙
の
内
容
は
‘
や
は
り
生

活
に
徐
繍
し
た
、
・
本
水
令
交
遜

公
害
、
学
校
教
育
、
保
融
陣
織
松
山

に
つ
い
て
の
問
鰯
が
多
い
よ
う

で
す
。中
市
は
、
泌
氏
の
み
な
事
ん
の

狩
を
充
分
に
・
と
り
入
れ
て
、
仲
悼

み
よ
い
師
叫
づ
〈

q
いい、

H
M

げ
ん

で
い
ま
す
。〈
術
開
問
ザ

i
ピ
ス
欄
陣
}

V
公
明
党
総
四
冊
子
支
怒
の
み
な

さ
ん
が
、
闘
っ
て
い
る
恋
人

に
縫
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
募

金
機
動
を
行
い
金
八
万
波
千

三
百
八
十
内
線
ま
り
ま
し
た
a

滋
人
議
校
事
裁
じ
捕
慣
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
る

V
清
水
挙
事
ん
(
布
佐
料
相
々
綴

九
一
!
こ
か
ら
殺
孫
子
市

心
身
漆
害
者
機
役
会
視
覚
障

哨
官
級
会
へ
と
金
…
一
月
間
内
務

付
が
あ
れ
ツ
ま
し
た
。

市
同
弘
、
そ
の
よ
、
?
に
霞
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

件

鍍

掛i
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決

係

彼我子

吾妻護軍1)

安
全
点
検
で

火
災
を
未
然
に
防
ご
う

火
災
は
も
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
消
滅
、
不
仲
抗
意
か
ら

お
こ
勺
て
お
号
、
門
官
会
点
検
を

す
れ
ば
米
仲
間
に
妨
げ
た
も
的
が

ほ
と
ん
ど
?
?
。

き
&
丹
、
安
余
点
検
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

帯
電
気
綿
糸
の
4

使
い
方

。
消
し
忘
れ
・
切
り
忘
れ
を
し

な
い
こ
と
。

G
後
援
後
は
ス
イ
ヴ
チ
を
切
る

だ
け
で
な
く
、
必
ず
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
コ

1
ド
者
数
〈
。

O
仙
皿
機
し
た
ま
ま
佼
わ
な
い
こ

〉』
A
W

V
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使
い
方

。
災
い
が
し
た
ら
、
ほ
か
め
火

を
端
情
し
、
足
一
一
元
の
換
制
A
を
よ

く
し
て
漏
れ
た
が
え
を
外
に

漆
い
山
山
す
。

。
点
火
め
漆
は
、
必
ず
綴
火
し

島
び

ζ

を
欝
る
川
相

葉
市
門
で
は
、
税
務
化
が
市
民

集
治
へ
様
々
な
終
卿
習
を
及
広
し
、

雌
問
醐
聞
を
投
ヒ
な
が
ら
進
行
し
て

い
ま
す
a

婦
問
北
台
関
掛
端
的
後
訟

は
、
当
時
吋
的
抑
制
孫
子
に
と
っ
て

総
宮
市
化
へ
の
第
…
級
事
掛
端
で
し

た
砂
品
判
明
知
子
釘
で
は
、
遂
抑
制
圃
聞

の
衛
闘
繊
細
僻
申
叩
と
し
て
将
来
十
万

人
的
国
同
磁
都
市
と
す
る
錆
島
問
機

線
が
総
て
ら
れ
、
そ
の
為
的
課

媛
と
し
て
仲
協
議
誘
致
、

A

革
綴
誘

致
、
交
逸
機
関
附
間
的
開
発
が
鶴
岡
鵬

と
な
号
ま
し
が
。
そ
こ
で
基
本

約
な
齢
制
総
と
し
て
、
熊
楠
問
抽
昭
丹

南
開
制
捌
円
台
柏
崎
を
宅
地
開
発
し
、

統
制
開
会
総
に
金
殺
を
誘
泌
す
る
。

附
川
崎
吋
に
然
回
線
開
緩
銘
推
進
と

常
総
総
後
世
骨
子
・
致
事
附
問
に
幅
制

絞
殺
置
が
蕊
幾
各
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
発
的
地
端
的
方
と
し
て
苅

開
発
が
滋
れ
て
い
た
絞
殺
孫
子

以
来
的
問
問
絡
を
促
進
す
る
為
、

ぷ
黒
へ
向
か
っ
て
い
附
開
発
す
る

地
と
し
て
絡
募
集
事
抗
、
ム
ハ
m
月

末
に
金
一
戸
入
隊
し
ま
し
た
⑮
と

内
務
ぷ
で
湖
北
崎
期
間
悼
の
人
口
は

一
万
一
ぷ
千
人
を
上
回
開
り
ま
し
た
。

以
前
に
は
七
子
人
余
り
で
し
た

か
ら
、
一
一
…
ヶ
月
で
人
口
は
傍
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

間
副
総
般
活
の
最
大
内
協
み
は

逸
品
聞
の
設
の
時
間
滋
で
し
た
.
翁

略
的
統
組
問
法
、
「
成
m
回
線
は
う

ッ
シ
ム
昨
吋
で
も
一
線
燃
に
一
一
一
帯

942 

相儒凌
e
g
-
-
i

耐
慨
は
網
棚
北
岡
帆
ま
で
行

く
後
終
は
上
野
開
帆
発
成
鼠
品
村
八

時
流
十
八
分
々
ロ

i
均
ル
抽
時
間
同

地
の
怒
制
捌
e

だ
」
と
報
滋
し
ま

し
た
。
入
隊
し
た
逸
品
問
者
的
…

人
は
ゑ
治
的
知
恵
止
し
て
、
吋

制
朝
晩
ふ
り
下
り
に
三
本
づ
っ
我

孫
子
で
乗
り
，
換
え
る
必
繁
の
な

い
議
行
使
が
あ
畠
わ
け
で
す
。

ニ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
と
一
一
十

五
本
〈
下
号
)
の
列
機
的
総
叫
訓

告
全
部
党
え
て
し
ま
う
こ
と
L

と
お
湾
、
諮
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
町
(
市
)
的
地
波
間
開

発
的
第
一
樹
期
務
裁
で
あ
っ
た
潟

牝
合
同
出
柏
崎
強
制
酬
は
飽
に
も
様
々

な
開
問
削
綿
を
派
生
害
せ
ま
し
た
。

娼
崎
北
合
問
地
誕
生
の
康
俊
は
今

後
町
市
民
ゑ
端
的
と
地
域
間
開
発
的

関
織
や
新
町
田
両
校
災
の
隊
舎
を

考
え
る
際
、
研
究
す
る
に
飽
す

る
も
の
で
し
ょ
う
。

(
南
市
民
桐
掴
築
由
主
)

湖

北

台

団

地

伊
万
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
的
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を
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検
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翁
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